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ブレーマーハーフェン

位置・貿易相手国 北欧・南ドイツ・東欧へのゲートウェイ

相手国はｽｶﾝｼﾞﾅﾋﾞｱ半島、

ﾊﾞﾙﾄ海沿岸、南独、東欧
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河川港ブレーメン港の敵：堆積する土砂との戦い



ブレーマーハーフェン港の誕生
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完成自動車取扱
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 2011年には1,324 隻の自動車専用船とＲＯＲＯ船が
寄港（３．６隻／日）



完成自動車取扱台数



輸入車輸出車
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Federal Republic of Germany   

Responsibility:  Waterways
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港湾運営株式会社組織
市政府から株式会社へ

ヨーゼフ・ハットン（市の経済・港湾大臣）の主張

• 行政サービスとしての港湾でなく、顧客ニーズに柔軟に

応えられる企業サービスを！

• 港湾経営に関する行政組織の無駄を無くし、効率化を！

• 港湾・海事の専門家の組織による経営を！

港湾局 経済局 交通局 港湾建設局

以前のブレーメン市の港湾経営の体制

2002年1月ブレーメンポーツ㈱の一元管理に移行

新会社の組織運営 ～財産は持たずに港湾運営に特化～



・株式会社化による組織体制の一元化により
ユーザーとの意思疎通が向上

⇒行動決定が迅速化
・港湾の開発・経営の専門家が集まる

株式会社設立のメリット
～公務員では達成できなかったことが可能に～

他州（ニーダーザクセン州）の
ヴィルヘルムスハーフェン港
ヤーデ・ヴェーザー・コンテナターミナルへ
ノウハウ提供が可能となった
～港湾のプロ集団として

コンサル業、建設業、運営業務を提供～



考察 創貨へのアプローチ１
～新たな物流回廊（コリドー）の構築を目指して～
ＧＶＺ（貨物交通センター）



考察 創貨へのアプローチ１
～新たな物流回廊（コリドー）の構築を目指して～

１ 隣接する運送事業による共同事業が可能に！

City Logistics

２ 隣接する異業種によるコラボレーション事業が可能に！

（長距離トラックとシティロジスティクス等）

運送事業者同士を結び付けるコーディ
ネーダー役や情報発信役になることが
港湾管理者にも必要では？



考察 創貨へのアプローチ１
～新たな物流回廊（コリドー）の構築を目指して～

アラメダコリドー（ロサンゼルス）



考察 創貨へのアプローチ１
～新たな物流回廊（コリドー）の構築を目指して～

企業単位でなく地域単位での定期便による回廊化

恒常的なモノの流れ＝回廊（コリドー）化

Ｄ地区

Ｃ地区

Ｂ地区

Ａ地区



加工貿易立国
加工貿易立国

製造品出荷額に対する輸出率は５６％（ドイツ平均40％）

名古屋港の貿易黒字額

５兆円

（日本全体は６兆円の赤字）

考察 創貨へのアプローチ２
～モノづくり産業クラスター形成に向けて～



考察 創貨へのアプローチ２
～モノづくり産業クラスター形成に向けて～

アジア№1航空宇宙産業クラスター形成特区（愛知県）



考察 創貨へのアプローチ２
～モノづくり産業クラスター形成に向けて～

風力発電産業クラスター（ブレーマーハーフェン港）



考察 創貨へのアプローチ２
～モノづくり産業クラスター形成に向けて～



考察 創貨へのアプローチ２
～モノづくり産業クラスター形成に向けて～

•コンテナ貨物
Container

• 完成車
Ａｕｔｏ

• 風力発電
Ｂlade
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•バナナ
Ｂanana



これからもモノづくり産業を支え今後の創貨に向けて
港湾管理者として何ができるのか

●産業構造の変化への対応と

いかに積極的に関わるか

●ビジネスの情報発信役

コーディネート役を担う

ありがとうございました


